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新
潟
市
と
い
わ
き
市
は
、

「
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
、
九

月
二
十
四
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
日
本
海
に
面
す
る
新
潟
市
は
、

大
規
模
自
然
災
害
な
ど
で
、
本

市
と
同
時
に
被
災
す
る
恐
れ
が

低
い
た
め
、
相
互
に
迅
速
な
支

援
活
動
が
可
能
で
す
。
本
市
は
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
新
潟

市
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

い
た
だ
い
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
同
協
定
に
よ
り
、
被
災
市
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
次
の
相

互
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
被
災
者
の
生
命
・
身
体
の
保

　
護
な
ら
び
に
避
難
生
活
支
援

　
に
必
要
な
人
員
派
遣
な
ど

②
市
民
生
活
の
復
旧
・
復
興
等

　
に
必
要
な
人
員
派
遣
お
よ
び

　
資
機
材
な
ど
の
提
供

③
被
災
者
の
一
時
受
け
入
れ
施

　
設
の
提
供
お
よ
び
あ
っ
せ
ん

④
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
物
資
、

　
医
薬
品
等
診
療
材
料
、
車
両
、

　
燃
料
な
ど
の
供
給

⑤
傷
病
者
な
ど
の
医
療
機
関
へ

　
の
受
け
入
れ
お
よ
び
あ
っ
せ

　
ん

⑥
被
災
児
童
・
生
徒
の
教
育
機

　
関
へ
の
受
け
入
れ
お
よ
び

　
あ
っ
せ
ん

⑦
被
災
し
た
行
政
機
能
の
補
完

⑧
他
都
市
へ
の
応
援
な
ど
の
中

　
継
基
地
と
し
て
の
受
け
入
れ

⑨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

　
情
報
発
信

　
今
後
は
、
訓
練
や
研
修
の
相

互
参
加
な
ど
を
通
じ
、
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
は
、
十
月
十
三
日
、
福
島

県
タ
ク
シ
ー
協
会
い
わ
き
支
部

と
「
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸

送
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
同
協
定
に
よ
り
、
市
内
に
複

数
の
備
蓄
拠
点
が
あ
り
、
災
害

時
で
も
入
手
可
能
な
L
P
ガ
ス

（
＊
）
を
燃
料
と
す
る
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
、
被
災
者

や
高
齢
者
、
医
療
機
関
関
係
者

な
ど
の
輸
送
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
無
線
を
活

用
し
て
、
各
地
域
の
被
災
状
況

の
情
報
収
集
お
よ
び
市
へ
の
情

報
提
供
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
迅
速
な
応
急
対
策
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

＊
本
年
八
月
十
八
日
付
け
で
、

　
福
島
県
L
P
ガ
ス
協
会
い
わ

　
き
支
部
と
「
災
害
時
応
援
協

　
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

新
潟
市
と
の
相
互
応
援

協
定

緊
急
輸
送
等
に
関
す
る

協
定

災害時応援協定を締結
　市は、大規模自然災害等により、市単独で十分な措置が行えない場合などに備え、
遠地の自治体や各種団体との間で、食料や生活物資の供給、人員派遣などの支援に
関する応援協定を締結しています。今回、新潟市および福島県タクシー協会いわき
支部と、新たな応援協定を締結したことから、その概要をお知らせします。

相互応援協定を締結した清水市長と篠
田新潟市長

県タクシー協会いわき支部と
の協定締結

全国瞬時警報システム（J-ALERT）
の全国一斉情報伝達訓練（試験放
送）を実施
危機管理課災害対策係　☎22‒1242

　同システムの動作確認のため、防災行政無線など
の試験放送を実施します。
　実際の災害とお間違えのないようご注意ください。
▶放送内容

※当日は、市防災メール、FMいわき緊急割り込み
　放送にも、試験放送と同内容の情報を配信します。
※災害の発生や、気象状況などによっては、訓練を
　中止する場合があります。

ジェイ　　アラート

「これはテストです（３回繰り返し）、
こちらは防災いわき広報です」

♪上り４音チャイム

♪下り４音チャイム

11/25㈬
午前11時

▼
と
き
　
11
月
28
日
㈯
　
８
時

　
30
分
〜

▼
対
象
　
小
川
地
区

▼
内
容

①
情
報
伝
達
訓
練

　
市
防
災
メ
ー
ル
や
、
Ｆ
Ｍ
い

わ
き
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
で

避
難
指
示
を
行
う
（
＊
）
ほ
か
、

小
川
地
区
本
部
・
消
防
団
な
ど

の
車
両
が
、
地
区
で
検
討
し
た

広
報
ル
ー
ト
を
巡
回
し
ま
す
。

＊
市
内
全
域
に
情
報
が
伝
達
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
対
象
地
区
以

　
外
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
住
民
避
難
訓
練

　
「
地
区
原
子
力
災
害
避
難
計

画
」
に
基
づ
き
、
要
支
援
者
の

避
難
支
援
を
実
施
し
、
一
時
集

合
場
所
（
小
川
小
、
小
玉
小
、

小
川
中
）
に
集
合
し
ま
す
。
ま

た
、
避
難
者
名
簿
を
作
成
し
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
三
春
町
の
仮
想
避

難
所
に
移
動
し
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
一
部

の
方
は
「
県
原
子
力
災
害
広
域

避
難
計
画
」
に
基
づ
い
て
柳
津

町
に
移
動
し
、
避
難
ル
ー
ト
な

ど
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
広
域
避
難
の
手
法
や
、
避
難

時
の
課
題
な
ど
を
確
認
し
、
緊

急
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
、

関
係
機
関
が
円
滑
に
対
応
で
き

る
防
災
体
制
の
確
立
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
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○
お
問
い
合
わ
せ

　原
子
力
対
策
課

　☎
22
・
1
2
0
4

原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

　「
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力
災
害
対
策
編
」
に
基
づ
き
、
原
子
力
発
電
所

の
不
測
の
事
態
を
想
定
し
た
同
訓
練
を
、
県
な
ど
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

住民避難訓練

訓練 11月28日㈯ ８時30分
「避難指示」が発令

○訓練の想定
　浜通りを震源とした震度６強の地震が発生。福島第二原子力発電
所４号機の燃料プールの水の漏えいなどにより、同発電所から30キ
ロメートル圏内市町村が屋内退避指示となる。緊急時モニタリング
により、市内小川地区で、毎時20マイクロシーベルトを超える空間
線量が計測されたため、いわき市に「避難指示」が発令される。

防災士に認証状と腕章を交付
危機管理課危機管理係　☎22‒7551

　今年度、新たに防災士に認証された94人の
方に、10月３日、防災士認証状と腕章を交付
しました。これにより、市内の防災士は274
人になりました。
　今後、地域の防災リーダーとして、地域に

おける防災訓
練の実施など、
自主的な活動
を促進し、地
域の防災力を
高めるために
活躍していく
ことが期待さ
れます。

防災の十分な意識・知識・技能
を有する者として認証

原子力規制委員会委員長との意見交換を
実施

原子力対策課　☎22‒1204
　10月19日に、原子力規制委員会の田中委員
長が本市を訪問し、清水市長と意見交換を行
いました。
　市長から、福島第二原子力発電所の廃炉方
針の早期決定や、福島第一原子力発電所に係
る確実な汚染水対策、風評払拭に関する国の
支援などにつ
いて要望する
とともに、そ
れぞれについ
て率直な意見
を交換しまし
た。

清水市長と意見を交換する田中
委員長（右列手前）

ふっしょく

小
川
地
区
で


